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ここに 面白い 本が ある。 本の名 は 「ジャパン」 で、 

発行され たの は 一 八 五 二 年で ある。 著者 は チヤ ァレ 

につ ぼん 

ス • マック ファレ ェン とい ひ、 日本に 来た こと はない 

が、 頗る 日本に 興味 を もった 人で ある。 少く とも、 興 

味 を もった と 称する 人で ある。 「ジャパン」 は、 この 人 

が、 ラテン、 ポルトガル、 スペイン、 イタ リイ、 フラ 

ンス、 オランダ、 ドイツ、 イギリス 等の 文献から、 日 

本に 関する 記事 を あつめ、 それ を 集大成し たもので あ 

る。 それ 等の 文献 は、 一 五六 〇 年から 一 八 五 〇 年の 



間の もの を あつめた ものであるが、 著者が かう いふ 

にっぽん へいたん 

題目、 即ち、 日本に 興味 を もち 出した の は、 兵站 総監 

ジェェ ムス . ドラ マンドと いふ 人のお かげだった らし 

い。 なんでも、 この ドラ マンドなる もの は、 若い 時に 

実業に 従事して、 イギリス 人で ある にも拘らず、 オラ 

ちと 

ンダ 人と いふ 名前の 下に 日本に も 数年 住んで ゐた。 著 

者 マック ファレ ェン は、 ブライトンで、 この ドラ マン 

し-つし ふ 

ドに会 ひ、 その、 日本に 関する 書物の 蒐集 を 見せて 貰 

つた。 ドラ マンド は、 著者に それ 等 を 貸した ばかりで 

なく、 いろいろ、 日本の 事情な ど を 話して 聞かした。 

著者 は それ 等の 談話 を も 参照して、 この 「ジャパン」 



と を 真面目に 記載して ゐ るの は 頗 る 御 愛嬌と いはな 

せう か い 

ければ ならぬ。 この 本の 中に 日本の 女 を 紹介し 且つ 論 

じた 一 章が ある。 それ を 今 ざっと 紹介して 見ようと 思 

ヽ o 

女が 社会的に どうい ふ 地位 を 占めて ゐ るかと いふ こ 

と は、 著者 マック ファレ ェン によれば、 文明の 高低 を 

はかる 真の 尺度で あるが、 日本の 女の 社会的 地位 は、 

姉 何なる 他の 東洋 諸国よりも、 数等 高い。 日本の 女 は、 

他の 東洋 諸国の 女の やうに、 ぼ閉 同様の 憂き目 を 見て 

ゐ ない。 相当の 社会的 待遇 を 受けて ゐる のみならず、 

その 父 や 夫の 遊楽に ぁづ かる こと も 出来る ものである。 



妻の 〔# 「 妻の」 は 底本で は 「妻の 匕 貞操 や 処女の 童 

貞の 如き は、 全然、 彼等の 名誉の 観念に 一 任されて ゐ 

ほと ひと リ 

るが、 不貞の 妻な どと いふ もの は、 殆んど 一 人 もゐな 

いといっても いい。 尤も これ は、 貞操 を 破った が 最後、 

直ちに 死 を 受ける とい ふ 事実の ために、 一層 厳守され 

てゐる こと は 事実で ある。 

日本で は、 一 番 身分の 高い ものから、 一 番 身分の 低 

いものに 至る まで、 誰でも 必ず 学校教育 を 受ける。 伝 

ふるところ によれば、 日本 国中の 学校の 数 は、 世界中 

のどの 国の 学校の 数よりも 多い とい ふこと である。 且 

つまた、 農夫 並びに 貧民 さへ、 少く とも 読む こと は 出 



来る とい ふこと である。 従って、 女の 教育 も 男の 教育 

と 同じ やうに 完備して ゐる。 現に、 日本で 非常に 有名 

ちょ じゅ つかとう 

な 詩人、 歴史家、 その他の 著述家 等のう ちに は、 女 も 

非常に 多い くら ゐ である。 

あ ひだ ていさう 

金持ち や 貴族の 間 では、 男 は 概して、 女 ほど 貞操 を 

守らない。 しかし、 母 や 妻で ある 女が、 純潔に 生涯 を 

送る こと は 最も 確実で ある。 それ は、 日本に 伝 へられ 

お ほぜい けん^- ん 

る 種々 の 物語に 徴 しても、 また、 大勢の 旅行家の 見聞 

した 事実に 徴 しても、 疑 ふ 余地 はない とい はなければ 

ならぬ。 

は 

日本の 女 は、 何よりも、 不名誉 を 恥ぢる ものである _ 



くつじょく かう む まいきょ 

屈辱 を 被った ために 自殺した 女の 話 は、 枚挙し 難い 

しち 

といっても よい。 下の 物語 は、 かう いふ 事実 を 立証す 

るに 足る ものである。 

或る 身分の ある 男が、 旅行に 出た。 その 留守に また、 

よこれんぼ 

或 貴族が、 彼の (即ち、 身分の ある 男の) 妻に 横恋慕 

をした。 が、 彼れ の 妻 は、 その 貴族の i 惑に 陥らな か 

つたば かりで なく、 さんざん 侮辱 を 加へ さへ した。 し 

かし、 その 貴族 は 暴力 を 用 ひた か、 或 ひ はまた、 謀略 

を 用 ひた かして、 とにかく、 その 女の 貞操 を 破って し 

をつ と 

まった。 そこへ 夫が 帰って来た。 彼れ の 妻 はいつ も 

の やうに、 愛情 を もって 夫を迎 へた。 しかし、 その 態 



かう む お ほやけ 

彼れ の 妻 は 立ち あがって、 彼女の 被った 屈辱 を 公 

にした。 のみならず、 熱烈に、 夫に かう 云った。 —— - 

「私 は あなたの 妻と なる 資格 を 失った もので ございま 

す。 どうか 私 を 殺して 下さい まし ご 

夫 を はじめ、 そこに ゐた客 は 皆、 彼れ の 妻 をな だめ、 

彼女に は 何も 罪 はない、 彼女 はた だ その 貴族の 犠牲に 

なった ばかりで ある、 といった。 彼れ の 妻 は、 彼等 一 

同に 深い 感謝の 意 を 示した。 それから、 夫の 肩に すが 

つて、 胸 もさけ る ほど 慟哭した。 しかし、 突然 夫に 

接吻した と 思 ふと、 その 次の 瞬間に は、 夫の 手 を振リ 

+6 し ゆ +* る 

はら ひながら 露台の 端へ 駆けて 行く が 早い か、 遙か下 



ことで ある。 実際、 日本に かう いふ 話が あるか どうか 

は、 私に はわから ない。 ちょっと 考 へて 見たところ は 

うち 

徳川 時代の 小説 や 戯曲の 中に も、 同じ 話 は 見当らない 

やうで ある。 或 ひ は、 九州 かど こかの 田舎に、 ほんた 

うにあった 話 かも 知れない。 けれども、 屋根の 上の 露 

ごていし ゆ 

台で 宴会 を 開いた リ、 日本の 武士の 女房が、 御 亭主に 

接吻した りする の は、 いかにも 西洋人ら しくて 面白い _ 

尤も、 面白い といって 笑って しまへば 簡単で あるが、 

昔の 日本人の 西洋 を 伝へ たの も、 やはり 同じく らゐ間 

違って ゐる こと を 思へば あまりい い 気になって、 西洋 

人ば かり 笑って ゐられ ぬ こと は 事実で ある。 いや、 西 



洋 どころではない。 隣国の 支那の こと を 伝へ たので も、 

かじょう さはん 

このく らゐの 間違 ひ は 家常 茶飯で ある。 早い話が、 

ちかまつ もん ざ ゑ もん こくせん や うち ゑが 

近 松 門左衛 門の 「国 姓 爺」 の 中に 描かれて ゐる 人物 や 

風景 を 読んで 見れば、 やはり、 日本と も 支那と もっか 

しろもの 

ぬ、 甚だ 奇妙な 代物で ある。 

ほ 力 ■ . 力 

マック ファレ ェン は、 この 外にもう 一 つ、 如何に 日 

本の 女が 偉い か を 示す 話 を 挙げて ゐる。 —— 「チュウ 

ャと いふ 偉い 武士が、 彼れ の 友達の ジ オシ ッ とい ふ も 

のと 共に、 皇帝に 対する 陰謀 を 企てた ことがある、 こ 

の チュウ ャの妻 は、 才色兼備の 女だった。 チュウ ャの 

のち 

陰謀 は 五十 年間 秘密に 計画され た 後、 とうとう、 チュ 



しっさく ろけん 

ゥャの 失策の ために、 露顕す る ことにな つた。 そして 

- こ いほ 

政府 は、 チュウ ャ 並びに ジ オシ ッを 逮捕せ よと いふ 命 

令 を 出した。 当時の 事情に 従へば、 少く とも、 チュャ 

いけどり 

を 生 捕に する こと は、 絶対に、 政府に は 必要だった。 

そのために は、 どうしても、 不意打ち を 喰 はせ なけれ 

ばなら なかった。 そこで、 捕手 は チュウ ャの 門の 前で 

『火事 だ、 火事 だ』 とい ふ 声 を あげた。 チュウ ャは 火事 

みと ど とリて 

を 見届ける ために、 門の 外へ 走り出した。 捕手 は それ 

を 襲撃した。 しかし チュウ ャは、 勇敢に 戦って、 捕手 

ふた リ き たぜ い ぶぜ い 

を 二人 斬り 殺した。 けれども、 とうとう 多勢に 無勢で、 

捕手の ために 逮捕されて しまった。 チュウ ャの妻 は、 



二 

にっぽし 

サァ • ラザフ ォォド . オル コックの 「日本に おける 

よほど 

三年 間」 は、 マック ファレ ェンの 本と くらべる と、 余程 

日本の 真相 を 正確に 伝へ る ものである。 

これ は 上下 二 巻で、 千 八 百 六十 三年、 二 ユウ ョォク 

しょし さし たくさん 

のハ アバ ァ 書肆から 出て ゐる。 揷絵も 沢山 あり、 その 

けいさい たくさん 

中には また、 蕙 斎の 漫画な ど を 複製した もの も 沢山 あ 

る。 

第一に 著者 サァ • ラ ザフォ ォド. オル コック は、 マ 



ック ファレ ェンの やうに、 机の 上で 日本 を 想像した の 

ではない。 この 本の 標題の 示す とほ リ、 三年 間 日本に 

住んで ゐる。 

第二 は、 サァ. オル コック は、 マック ファレ ェンの 

やうに 無学で はない。 相当に 学問 も あり、 殊に、 当時 

流行の ミルの 哲学な どに も 通じて ゐる。 そのために、 

日本で 見聞した 種々 の 事件に 対しても、 それぞれ、 彼 

うち こんにち 

れ 自身の 見解 を 下して ゐる。 その 見解の 中には、 今日 

ぴ せう 

はわれ われ を 微笑 せしめる もの も ある けれども、 

けいち やう 

傾聴すべき もの もない わけで はない。 これが また、 

マック ファレ ェンの 本な どに は、 全然 見られぬ 特色で 



ある。 

とくが はばく ふ ま つねん ちう さ つ 

サァ. オル コック は、 徳川 幕府の 末年に 日本に 駐剳 

した、 イギリスの 特命全権公使 である。 その 日本 駐剳 

ゐ いたいら う さくら だ もんぐ わい せき かく た ふ 

中には、 井伊 大老 も 桜 田 門外 で剌 客の 手に 斃れ てゐ る。 

西洋人 も 何人 か 浪人の ために 殺されて ゐる。 

ひとごと 

とい ふと 人事の やうに 聞え るが、 サァ -ォ ルコック 

しなが は とうぜん じ 

の 住んで ゐた品 川の 東 禅寺に も 浪士が 斬り 込んで、 何 

人 かの 死傷 を 生じた 事件 も ある。 その上、 サァ • オル 

コック は、 富士山へ 登ったり、 熱 海の 温泉へ は ひった 

り、 可な り 旅行 も 試みて ゐる。 かう いふ 風に、 内外 共 

ばく ま つ 

多事の 幕末の 日本に 住み、 且つ また、 江戸にば かり ゐ 



ずに 方々 歩き 廻った ので あるから、 サァ -ォ ルコック 

の 日本 紀行の 興味の 多 いのは 偶然で はない。 

尤も、 サァ -ォ ルコックの 日本 紀行 は、 ロティ ゃキ 

プリングの それの やうに、 芸術的 色彩に は 富ん でゐな 

あさく さ あが 

い。 例へば 浅 草 を 描く にしても、 ロティの 「日本の 秋」 

ま い て ふ 

の 中の 浅 草の やうに、 目の あたりに、 黄ばんだ 銀杏 だ 

の、 赤い 伽藍 だのが 浮んで 来ない こと は 事実で ある。 

しかし 前に もい つた やうに、 その 見聞した 事件に 対す 

る 見解 は、 なかなか おもしろい。 

例へば、 サァ. オル コック は、 或る 田舎家の 縁先で、 

きう 

ばあさんが 子供に 灸を すゑて ゐ るの を 見て、 「われ わ 



り は、 なかなか おもしろい 議論で ある。 が、 あまり 横 

道に はいると、 本題に はいるに 手間取る から、 その 紹 

のち 

介 は 後の 機会に 譲る ことにしたい。 

しかし、 その 前に 「日本に おける 三年 間」 の 大体 を 

ながさき 

紹介す るた めに、 サァ. ォ ルコックの はじめて 長 崎へ 

ひろう しも 

はいった 時の 印象 を 披露 すれば、 ざっと 下のと ほりで 

ある。 

「雨の 降って ゐる 中に 長 崎の 港へ 船の はい つたの は、 

六月の 四日 (千 八 百 五十 九 年) である。 この 港 は、 も 

う 何度も、 日本へ 来た 旅行家の 筆に 残って ゐる。 しか 

し、 曇った 空の 下に 見ても、 全然 美し さの ない わけで 



いかにも 小 じん まりして ゐる。 (中略) 

「湾 そのものの、 第一印象 は、 頗る、 ノ オル ウェイの 

峡湾に 似て ゐる。 殊に、 ノ オル ウェイの 首府 クリス チ 

もっと け ふわん 

ャニァ に はいると ころ に^て ゐる。 尤も 峡湾 は、 長 

み づぎは 

崎の 湾より 美しい。 長 崎の 湾 も 小山 は 水際から すぐに 

そび うつうつ 

聳え 立って、 その また 小山に は、 鬱々 と 松が 茂って ゐ 

る、 しかし 上陸して 見る と、 植物 はノ オル ウェイより 

はる ざくろ かき やし 

も遙 かに 熱帯 的で ある。 柘榴 だの、 柿 だの、 椰子 だの、 

つばき 

竹 だの も ある。 がまた、 くちなし だの、 椿 だの も 茂つ 

し だ きづた 

てゐ る。 あたり まへの 歯朶 も 到る 所に ある。 木蔦 も 壁 

あざみ たくさん 

にからんで ゐる。 道ば たに は 薊 も 沢山 ある。」 



まあ かう いふ 調子で ある。 さて、 その 日本の 女 を 論 

ずるの を 見る と、 サァ. オル コックに よれば、 日本の 

女の 社会的 地位と か、 男子との 関係と かいふ もの は、 

古来 常に 賞讃 されて ゐる。 しかし、 実際、 その 賞讃に 

値する かどう か、 疑 はしい とい はなければ ならぬ。 

私 は (サ ァ. オル コック) ここで、 日本人が 国民と し 

て、 他の 国民よりも 不道徳 かどう かとい ふ 問題に はい 

るつ もり はない。 けれども 日本で は、 父が、 も淫 のた 

やと 

めに 娘 を 売ったり、 或 ひ は 雇 はせ たりしても、 法律 は 

これ を 罰しない ので ある。 のみならず、 それ を 認可す 

るので ある。 且つ また、 彼等の 隣人 さへ も、 全然、 彼 



等 を 批難し ない。 かう いふ 国に 健全なる 道徳的 感情が 

存在 するとい ふこと は、 私の 信じられぬ ところで ある。 

なるほど、 日本に は 奴隸の 制度 はない。 農奴 ゃ奴隸 

もっと 

や 家畜の やうに 売買され る 事 はない。 (尤も、 ない と 

いふの は 半面の 真理に とどまって ゐる。 なぜと いへば、 

日本の 娘 は 一定の 年限 内と いふ ものの、 とにかく 法律 

の 定める ところに より、 人身売買 を 行 ふからで ある。 

して 見る と 男 や 少年 も 多分 売買 さ れ るのに 相違な い 。 ) 

しかし、 妾を蓄 へる 制度が 存在す る 以上、 家庭の 神 

なんび と 

聖が保 たれぬ こと は、 何人に も 見易い 道理で ある。 

かう いふ 国民的 罪悪の 害毒 は、 何に よって 緩和され 



ちう さ つ 

の 社会的 地位 は、 サァ. オル コックの 日本に 駐 剳した 

かえい まんえん 

時代、 即ち 嘉永 万延 以来 あまり 進歩して はゐ ない らし 

ヽ o 

レ 

しかし、 サァ. ォッ コック 以前の 西洋人が、 日本の 

さんび 

女 を 讃美した の は、 客観的に 日本の 女の 社会的 地位 や 

何 か を 観察した 上 讃美した のか どうか、 疑問で ある。 

それより はむしろ、 日本の 女 を 実際 ラシ ヤメ ン にして 

見た 結果、 正直 だったり、 忠実だった りした ために、 

大いに 感謝の 意 を 生じた のか も 知れない。 

ひぜん ひら ど 

これ は徳川 幕府の 初年の 話で あるが、 肥 前 平 戸をィ 

ギリス 人の 引 揚げる 時に も、 彼れ 等 は 日本人の 女房に、 



際に は、 支那 人 は 牛 を 売る よりも 先に 女房 を 売りに 来 

たとい ふこと である。 それ にも拘らず、 この ノ オル 

ウェイ 人 は、 妻と しての 支那 人 乃，. 至 日本人 を 雲の上 ま 

で ほめ 上げて ゐた。 現に 彼れ は、 同船の アメリカ人の 

夫婦と、 そのために はげしい 論戦 を 開いた くら ゐ であ 

る。 すると 男と いふ もの は、 理窟の 如何に 拘ら ず、 と 

にかく、 内心で は 妻と して —— サァ • オル コックの 言 

葉 を 用ゐれ ば、 家畜 或 ひ は奴隸 としての 女に、 讃 嘆の 

情 を 禁じ 得ない ものら しい。 即ち、 婦人運動が 婦人 自 

ま ゆ ん 

身の 手 を俟っ ほかに、 成功す る 見込みがない 所以で あ 

る。 



(大正 十四 年 五月) 
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